数-06-公-滋賀-問-02

 eq \o\ac(□,２)
長針の長さが3 cm，短針の長さが2 cmの時計がある。図1のように，長針の先端をA，短針の先端をBとし，Aは円Oの円周上にあるとする。2つの針はそれぞれ一定の速さで動くとして，後の１～３の問いに答えなさい。

	問１
時計が1時30分を示すとき，長針と短針の間にできる小さい方の角度を求めなさい。
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	問２
時計が2時25分を示すときの長針の先端Aを，コンパスと定規を使って図2に作図しなさい。ただし，作図に使った線は消さないこと。
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	問３
図3のように，線分AOの延長と円との交点をC，線分CBの延長と円との交点をD，線分ABの延長と円との交点をEとする。次の(1)，(2)の問いに答えなさい。

(1)
図3において，△BCA∽△BEDを証明しなさい。
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	(2)
図4のように時計が3時00分を示すとき，△BCAと△BEDの相似比を求めなさい。
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